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3.3.2　 χ線の散乱 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥●‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 7

3. 3. 3　 電子線の遮蔽及び制動放射 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 8

3.3.4　 電子線加速器による中性子の発生 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 9

3. 3. 5　 中性子の遮蔽 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 9

3. 3.6　 迷路における中性子と光子 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 11

3. 3. 7　 スカイシャイン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 12

3.   4　　遮蔽計算法 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 13

3.4.1　 遮蔽計算の基礎 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 13

3.4.2　 遮蔽計算で用いる基礎データ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 14

3.4. 3　 計算式 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解3- 18

第 ４ 章 遮蔽材料その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解4- 1

4.   1　　遮蔽材料 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解4- 1

4.   2　　遮蔽設計から施工、完成確認、安全管理作業等 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解4- 3

4.3　　 遮蔽物質の密度補正 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解4- 5

第 ５ 章 その他 … … … … … … … … … … … … … … … … … … 解5- 1

5.   1　　申請書等の作成上の注意事項 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解5- 1

5.   2　　その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 解5- 3

補開式 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ﾈ 甫間式 １

用語集 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥･ 用語集 １
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